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院
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君
提
出
外
務
省
に
お
け
る
各
種
手
当
の
変
遷
並
び
に
同
省
職
員
に
よ
る
実
際
の
使
わ
れ
方
等
に
関
す

る
第
三
回
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
に
お
け
る
各
種
手
当
の
変
遷
並
び
に
同
省
職
員
に
よ
る
実
際
の
使
わ
れ
方
等
に

関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

在
勤
手
当
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
対
す
る
研
修
や
在
外
公
館
の
長
へ
の
指
示
に
よ
り
徹
底
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

外
務
省
と
し
て
は
、
在
外
職
員
が
在
勤
手
当
の
使
用
に
当
た
っ
て
こ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
処
分
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
の
事
例
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

三
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
〇
〇
号
）
一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答
え
し

た
と
お
り
、
在
勤
手
当
は
、
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
九
十
三
号
）
に
基
づ
き
、
在
外
職
員
が
在
外
公
館
に
お
い
て
勤
務
す
る
の
に
必
要
な
経
費
に
充

当
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
と
し
て
適
正
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
在
勤
手
当
の
趣
旨
に

つ
い
て
は
、
職
員
に
対
す
る
研
修
や
在
外
公
館
の
長
へ
の
指
示
に
よ
り
徹
底
を
図
っ
て
き
て
お
り
、
外
務
省
と
し
て
は
、
引

一



き
続
き
在
外
職
員
に
対
し
在
勤
手
当
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

二


